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SiC搭載インバータ

主電動機による振動制御の実験検証

　近年，Siに代わる新しい半導体として，シリコンカーバイ
ド（SiC），ガリウムナイトライド（GaN）等のワイドバンド
ギャップ半導体を使用したパワー素子の開発が進んでいる。
なかでもSiCパワー素子はその物性から産業機械，鉄道車両，
電気自動車用などの中容量向け電力変換器への適用効果があ
るといわれている。
　こうした背景のなか，環境負荷低減実現のため，小型・軽
量・省電力の製品を製造している当社では，その一環として，
SiCパワー素子応用に関する研究を行っている。
　今回，ローム社製フルSiCパワーモジュールを当社インテ
リジェントインバータVF66Bに組み込こんだものを設計・
試作した（図１，表１）。
　図２は入力電圧540V，キャリア周波数16kHz，デッドタ
イム1.5μsとし，負荷をL-Rとしたときの出力電流・出力電
圧の波形である。各波形からインバータが正常に動作してい
ることがわかる。
　今後はモータ負荷試験，高温度試験を実施する予定である。

　電気鉄道車両の振動抑制手法として，主電動機トルクを用
いた振動制御手法を提案し，シミュレーションにより効果を
確認してきた（東洋電機技報123号技術論文を参照）。このた
び，横浜製作所内の台車試験装置（図１）を用いて提案手法の
実験検証を行い，主電動機トルクにより台車振動の低減が可
能なことを確認した（図２）。
　また，これまで検討した加速度センサを用いた手法のほか
に，速度センサレスベクトル制御で得られる主電動機推定速
度を用いることにより，加速度センサを用いずに振動制御す
る手法も検討し，原理的に振動が抑制されることを実験で確
認した。
　提案手法は台車振動を抑制することにより間接的に車体振
動を抑制する手法である。そのため，台車振動の抑制が確認
されたことにより，車体振動の抑制が可能であることが予測
される。本手法により，新たなアクチュエータ等を付加する
ことなしに，アクティブな振動制御が実現できる。

■ 図１　SiC搭載インバータ外観

■ 図１　台車試験装置外観

■ 図２　実験結果

■ 図２　インバータ出力波形

■表１　試作インバータ仕様

項　目 仕　様

定格容量 22kW

定格出力電流 46A

使用素子 1200V 100A　2in1
（SiC-MOSFET，SiC-SBD）


